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SC24 出展報告

伊達 進 1, 2, 3 髙橋 慧智 1, 3 速水 智教 1 Wassapon Watanakeesuntorn1 谷口 昂平 1, 3 曽我 隆 2 

田主 英之 2 並木 悠太 2, 4 向園 悠 5 山本 隼矢 1 ,3 野口 祥生 1, 3 村田 忠彦 3, 6

1 先進高性能計算基盤システム研究部門 2 高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 
3 大学院情報科学研究科 4 日本電気株式会社 5 情報推進部情報基盤課 6 データ生成工学研究部門 

2024 年 11 月に米国ジョージア州アトランタ市に

て開催された国際会議／展示会 SC（通称 SC24）に

おいて、当センターの概要、研究内容、および事業

内容を紹介するための展示ブースの出展を行った。

本稿ではその展示内容や当日の様子等について報告

する。

1. はじめに

大阪大学 D3 センター（旧称：サイバーメディア

センター）では、例年、米国で開催される国際会議

SC において展示ブースを出展する活動を継続して

いる。SC とは、The International Conference for High 

Performance Computing, Networking, Storage, and 

Analysis という正式名称を持つ、 IEEE Computer 

Society および ACM SIGARCH によって開催され

ている国際会議であり、ハイパフォーマンスコン

ピューティング（HPC）分野におけるトップレベル

会議の一つである。それと同時に、SC は HPC に関

する最新機器や最先端技術の国際見本市でもある。

そのため、北米を中心とした研究者や技術者に限ら

ず、欧州、アジアの研究者や技術者が集う最大級の

国際会議／展示会となっている。新型コロナウイル

ス感染症の拡大以前において登録者数は 1 万人を超

える数字が記録されていたが、コロナ禍で減少した

参加者数は近年回復し、今年は昨年より 4,000 人近

く増加、過去最高の 18,104 人が参加したと発表され

ている。当センターによる展示ブースの出展は、新

型コロナウイルス感染症の拡大のため 2020 年度、

2021 年度の展示は叶わなかったが、2000 年の初出展

から数え、今回で 23 回目となる。 

2024 年の SC（通称 SC24）は、米国ジョージア州

アトランタ市にあるジョージアワールドコングレス

センター（図 1）にて、11 月 17 日から 22 日までの

期間で開催された。なお、アトランタでの SC の開

催は初めてとなる。アトランタはジョージア州の州

都であり、同州の北西部に位置する。昨年開催され

たデンバーよりも南に位置し、北緯 33 度付近で気温

も大阪に近かった。しかし、乾燥が激しく期間中に

気温が低下したこともあって体調を崩すものもいた。

また、昨年急速に進行した円安(1USD≒150JPY)の状

況は今年も継続し、さらには現地での物価・人件費

の高騰によりブース設営に関する費用はドル建てで

10％以上の値上がりとなった。その他物品の購入に

あたっても、クレジットカードの決済手数料が引き

上げられたこともあって、昨年以上の割高感があっ

た。

そのような中でも、当センターの展示に携わった

皆全てが責任感を持って展示を行い、結果として

600 名近い来訪者を獲得した。D3 センターの概要・

ミッション・事業・研究活動、およびそれらの成果

について説明を行い、当センターの国際的なプレゼ

ンス向上、研究開発成果の紹介、大規模計算機シス

テム事業の広報という点でのよきアウトリーチ活動

となったと考えている。

図 1: Georgia World Congress Center.
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2. 展示内容

SC24 では、14 名の教職員（2 名の招へい教員含む）、

1 名の高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所

所属の NEC 研究員、1 名の大学院生の合計 16 名（表

1）が大阪大学 D3 センターの出展する展示ブースに

おいて、下記 6 テーマでのポスター展示を中心に本

センターの概要、事業概要、および、当センターを

中心とした研究紹介、成果報告・発表を行なった（図

2）。 

(1) Large-scale Computing Systems at the D3 Center

(2) Towards On-Time Network and Container

Management in Cloud-Edge Continuum

(3) Provenance Recording System / Metadata

Management for Experimental Data

(4) MPI Overlapping using Threads Operation /

Reinforcement Learning in Job Scheduler

(5) Advanced High-Performance Computing 

Infrastructure Systems Research Division

(6) Synthetic Population for Real-Scale Social

Simulations

ブース展示は、11 月 18 日から 21 日までの 4 日間

行われた。以下、ID バッジの読み取りデータをもと

にブース来訪者の統計情報の一部をまとめる。ブー

ス展示期間中の当ブースへの来訪者数は 597 名で

あった。訪問者数は昨年の 431 名から大幅に増加し

た。

ブース来訪者の地域別分類（図 3）を見ると、開

催地の北米エリアからの来訪者が最大で全体の

65.16 ％を占めている。続いて、日本を含むアジア

からの来訪者が 21.78 ％、欧州からの来訪者が

10.05 ％であった。北米、アジア、欧州で全体の 97 ％

近くを占め、その他には中東、オセアニア、アフリ

カ、中南米の来訪者が含まれている。結果として、

図 3: ブース来訪者 – 地域分類別. 

表 1: 参加スタッフ一覧 

先進高性能計算基盤システム研究部門
スタッフ 伊達 進

髙橋 慧智 
速水 智教
Wassapon Watanakeesuntorn
谷口 昂平 
吉田 薪史
山本 隼矢
渡場 康弘 
阿部 洋丈（招へい准教授）

大学院生 野口 祥生
高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 

スタッフ 曽我 隆
田主 英之 
細見 岳生（招へい准教授）
並木 悠太（NEC 研究員）

データ生成工学研究部門 
スタッフ 村田 忠彦

情報推進部情報基盤課
技術職員 向園 悠

図 2: 参加スタッフ記念撮影. 
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多くの地域からの来訪者に対してアウトリーチ活動

を行うことができた。

１日平均では、149.25 人の来訪者があった。展示

初日の 11月 18日はGrand Opening Gala Receptionで、

午後 7 時から 9 時までの 2 時間の開催であったが、

123 人の来訪者があった。学生らが中心となって呼

び込みを行った結果、最終日である 4 日目の 11 月

21 日に最多となる 192 人の来訪者があった。 

また、昨年同様に、高度情報科学技術研究機構

(RIST)が中心となって企画した連携企画で、来場者

が HPCI 構成機関のブースを周回してステッカーを

集め、集めたステッカーに応じて景品がもらえる

「HPCI Sticker Hunt」にも協力した。この連携企画

も当センターのブースの集客に一役買ったといえる。 

以下、SC24 にて大阪大学 D3 センターで行ったポ

スター展示の概要について説明する（括弧内は担当

者名）。

(1) “Large-scale Computing Systems at the D3

Center”（向園、吉田、速水）

本ポスターでは、D3 センターで運用するシステム

として、スーパーコンピュータ「SQUID」、プライ

ベートクラウド「mdxⅡ」、ストレージシステム

「ONION」について、それぞれのシステム構成や特

徴について紹介した（図 4、5）。 

 ブースに来訪された方々からは、主に「各ノード

の利用状況はどうなっているか？」「OS はなぜ

Rocky Linux なのか？」「海外からでも利用可能なの

か？」といった質問があった。特に GPU の利用率に

ついては国内外を問わず高いようで、GPU への需要

の高さを改めて実感する機会となった。また

「SQUID」や「ONION」といったユニークな名称が

印象的だったようで、本学を知らない来訪者にも興

味を持っていただき、そこからシステムの説明につ

なげることができた。前年度以前にも来訪されたと

思われる方からは、「OCTOPUS はどうなったのか？」

という質問もあり、サービスが終了したことや、次

期システムの導入が予定されていることなどを説明

した。

(2) "Towards On-Time Network and Container

Management in Cloud-Edge Continuum”（谷口、

Watanakeesuntorn、山本）

図 4: ポスター説明を行う向園. 

図 5：ポスター説明を行う吉田． 

図 6：ポスター説明を行う谷口． 
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本ポスターでは、「ポスト 5G 情報通信システム基盤

強化研究開発事業」の一環として取り組んでいる、

Cloud-Edge Continuum Computing（CECC）Platform

に関する研究成果を報告した（図 6、7、8）。CECC 

Platform は、クラウド、エッジ、およびデバイスを

統合的に活用可能な計算機システムである。本研究

では、広域ネットワーク上でデータ転送の遅延を保

証する通信プロトコルやネットワーク資源管理手法

についての成果を紹介した。また、クラウドやエッ

ジにおける計算資源の即時確保と、迅速なコンテナ

起動を実現するためのコンテナチェックポイントシ

ステムの構想についても発表した。

発表では、CECC Platform のアーキテクチャやシ

ミュレーション手法、特に Kubernetes の活用方法や、

チェックポイント機能のランタイム実装に関する質

問が多く寄せられた。また、交通シミュレーション

を行う研究者から共同研究の提案も得られ、本プロ

ジェクトの研究の方向性に共感を得られた。

(3) “Provenance Recording System / Metadata

Management for Experimental Data”（並木、

田主）

本ポスターでは、高性能計算・データ分析融合基

盤協働研究所が研究開発を進めている、計算機シス

テムにおいて既存のプログラムなどの資産に変更を

加えることなく、自動的に結果データを得るために

実行すべきプログラムとそれに与える入力ファイル

を記述した来歴を記録するための手法、および非

ネットワーク環境の小規模分析室に設置されてある

共用分析装置から生み出される計測結果データに

データ利活用に不可欠なメタデータ、固有識別子を

付与し、メタデータサーバへ収集、管理するまでの

メタデータ管理システムに関する展示を行なった

（図 9、10）。 

来訪者のうち、来歴に対しては、特に大学、国立

研究所の研究者から関心を持たれ、来歴が今後重要

なメタデータとなりうることが確認できた。また、

Python やコンテナ、オンラインから動的にデータを

取得するような比較的新しい使い方に対する対応状

況について質問を受け、あるべき姿の議論を行うこ

とができた。日本国内と比較して多くの方の具体的

な議論を行うことができ、特に米国において研究現

場における研究データ管理への関心が高まっている

ことが窺えた。メタデータ管理システムに対しては、

実験系データに関する展示内容であったためか、情

報系がメインの来訪者からの関心度は低かった。一

方で、オープンリサーチデータのデータ利活用の観

点からのメタデータ付与の重要性の説明に対しては、

分野を問わずその必要性への理解、および関心が窺

えた。

図 7：ポスター説明を行う Watanakeesuntorn．

図 8: ポスター説明を行う山本. 

図 9: ポスター説明を行う並木. 
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(4) “MPI Overlapping using Threads Operation /

Reinforcement Learning in Job Scheduler”

(曽我、野口)

高性能計算機を用いた大規模シミュレーションの

実行時間を短縮する手法としてプロセス間の通信時

間を隠蔽（オーバーラップ）するものがある。本研

究が提案する演算処理と通信処理のオーバーラップ

手法は、MPI ライブラリを用いる分散メモリ並列と

OpenMP を用いる共有メモリ並列（スレッド並列）

を共用する並列モデルを対象としており、スレッド

操作により通信処理（スレッド０番が担当）と演算

処理（０番以外のスレッドが担当）を並列に実行す

ることで通信時間の隠蔽を図る。提案手法では各ス

レッドに対する演算量を従来手法の動的割り当てか

ら静的割り当てに変更することにより、OpenMP の

オーバーヘッドを削減する。姫野ベンチマークプロ

グラムや数値流体力学（CFD）解析の実プログラム

を用いて評価を行い、MPI の非同期通信を用いる

オーバーラップ手法や動的割り当てスレッド操作を

用いるオーバーラップ手法より、多くの通信時間を

隠蔽することを示した（図 11）。 

本ポスター後半では、深層強化学習を用いてオン

プレミスとクラウドの計算資源を柔軟に活用する

ジョブスケジューリング手法について紹介した（図

12）。本研究は、学術機関で提供される HPC システ

ムにおいて、クラウドバースティングによるユーザ

の待ち時間短縮を目指しつつ、クラウド計算資源の

利用コストは最小化するという相反する目的を同時

に達成するための機械学習モデルを提案した。提案

手法では、Slurm プラグインを用いてジョブキュー

情報とリソース状態をニューラルネットワークに入

力し、その状況において適した資源割当を推論する

ことを説明した。アルゴリズムの面では、選択され

なかった行動との比較に基づく差分報酬を設計し、

学習の安定性を高めている点を説明した。

質疑応答では、具体的なクラウド計算資源の事例

としてどのようなプロバイダやインスタンスを想定

しているのかについて質問があった。また、本手法

がオンプレミスとクラウドの融合だけでなく、オン

プレミス同士の複数 HPC システム間の連携にも適

用可能ではないかという指摘があった。

(5) “Advanced High-Performance Computing

Infrastructure Systems Research 

Division” (速水、髙橋)

図 12：ポスター説明を行う野口． 

図 11：ポスター説明を行う曽我． 

図 10: ポスター説明を行う田主. 
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本ポスターでは、当センターの先進高性能計算基

盤システム研究部門において実施している研究テー

マの一部について紹介した（図 13、14）。「歯科パノ

ラマ X 線画像解析のための AI モデル開発」では、

歯科診断の補助のため、パノラマ X 線画像から様々

な歯の情報 (歯番号、歯髄の状態、修復の種類等) を

自動的に抽出する AI モデルの研究開発について紹

介した。最新の物体検出モデルである YOLOv8 を用

い歯を検出した後、個々の歯の画像を分類器に入力

するという全体構成を説明し、計算量削減や精度向

上に向けた今後の展望についても述べた。来訪者か

らは、歯科に限らず医療関連データの収集や取扱い

に関する質問があった。

「探索的データ解析のための広域科学データ流通

基盤」では、広域ネットワークを介して遠隔データ

の探索的・対話的なデータ解析するためのデータ基

盤について紹介した。既存のデータ基盤の多くは、

データの一部のみに興味がある場合や、精度の低下

を許容して応答性を優先したい場合など、探索的

データ解析の要件を十分に満たしていない。そこで、

本研究では、広域拠点に分散した大容量配列データ

を細粒度・オンデマンド・適応品質で転送する、探

索的データ分析のためのデータ流通基盤を目指して

いる。来訪者からは、仮想メモリやファイルシステ

ムのレイヤで実装しないのはなぜか、という質問が

あり、本基盤の設計について有益な議論ができた。

(6) “ Synthetic Population for Real-Scale

Social Simulations”（村田）

本ポスターでは、 2019 年度から継続的に実施し

ている JHPCN の合成人口プロジェクトと HPCI共

用ストレージ、2020 年度から 2027 年度まで実施す

る JST 未来社会創造事業における合成人口データ

を用いた社会シミュレーション事例に関する報告を

行った（図 15）。合成人口プロジェクトでは、大阪

大学D3センターのスーパーコンピュータを用いて、

日本の全世帯の仮想個票を合成するとともに、北海

道大学情報基盤センターのハイバフォーマンスイン

タークラウドを用いてデータベースを構築し、東京

大学情報基盤センターと理化学研究所計算科学研究

センターの HPCI 共用ストレージを用いてバック

アップを確保している。今年度は、合成人口データ

の仮想実社会データへの拡張に関する報告を加えた。 

展示ブース訪問者からは、仮想個票の合成手法に

関する質問が寄せられ、 総務省統計局の e-Stat によ

り、全ての自治体で同じフォーマットの統計データ

図 15: ポスター説明を行う村田.

図 14: ポスター説明を行う髙橋. 

図 13: ポスター説明を行う速水. 
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が利用可能であり、それに基づいて、統計データと

仮想世帯集合の合成統計との差異を最小化する形で

合成を行っていることを解説した。また、合成人口

データを用いたシミュレーションとして震災や感染

などの非常時のシミュレーションと共に、少子高齢

化社会への対応など平常時のシミュレーションも展

開されていることを紹介した。質疑を通して、仮想

的な個票データの必要性やそれを用いたシミュレー

ションの意義についてディスカッションすることが

できた。

情報通信機構 NICT での展示 

D3 センターのブース展示と並行して、先進高性能

計算基盤システム研究部門と高性能計算・データ分

析融合基盤協働研究所で研究開発中の RED-ONION 

(Research EnhanceD ONION)技術について、高速デー

タ転送技術の技術検証・性能評価を目的とした実演

を、情報通信機構 NICT の研究展示ブースにて行

なった（図 16）。 

展示は、日米間の回線を用いて巨大研究データを

100 Gbpsの回線を用いてサーバ間で転送を行うもの

で、一方のサーバのストレージに蓄積された 1 ファ

イルの巨大研究データをもう一方のサーバに高速に

転送する。1 TB のデータの転送が 94 秒(実効 85.1 

Gbps)で完了することを確認した。 

本展示については、SC24 に先立って 2024 年 11

月 11 日に「大阪大学 D3 センターと NEC、国際会議・

展示会 SC24 にて 100Gbps のファイル転送実験デモ

を展示」というタイトルでプレスリリース

(https://www.d3c.osaka-u.ac.jp/2024/11/pre-d3c-nec-sc2

4/)を行なっている。 

3. おわりに

今年度の展示においても、大阪大学 D3 センター

の大規模計算機事業をはじめとし、高性能計算・

AI・ネットワーキングに関する研究成果について欧

米を中心とした 597 名の来訪者にアウトリーチする

ことができた。来年度の SC は米国ミズーリ州セン

トルイス市で同時期に開催されるが、当センターの

プレゼンス向上とともに、情報公開、アウトリーチ

活動にも引き続き尽力していきたい。

 関係各位には更なるご支援とご協力をお願いした

い。

図 16: NICT ブースで展示内容を説明する細見.

当日展示したポスターの PDF や、その他の

写真など、ここで紹介しきれなかった内容

については下記ウェブページに掲載されて

います。こちらもぜひご覧ください。 

http://sc. cmc.osaka-u.ac.jp/ 
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第 30 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2024)報告および 

第 31 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2025)告知 
 

大阪大学 D3 センター教授  吉野 元 

 

 

1. SuperCon2024 

  昨年 2024 年 8 月 19 日から 23 日までの 5 日間に

高校生･高専生を対象とする「スーパーコンピューテ

ィングコンテスト(SuperCon2024)」の本選を本年も

オンラインにて開催しました。これに向けて予選が

行われ、20 チームが予選を通過しました。（その結

果は 5.Web に掲載されております。）オンライン開

催であるため地域に関係なく、上位 20 チームが本選

に参加する、ということになりました。 

 ここでは本選について説明いたします。このコン

テストは、2 名又は 3 名を 1 チームとする高校生・

高専生の参加者たちが、与えられた課題を解くプロ

グラムを 3 日間に渡って作成し、最終日にスーパー

コンピュータで実行して、解答の正確さや計算の速

さを競うもので、そのレベルの高さから、別名「電

脳甲子園」とも呼ばれています。過去の出場者が大

学進学後に国際大学対抗プログラミングコンテスト

で活躍するなど、次世代の情報科学を担う若手育成

にも貢献しており、2008 年度の文部科学大臣賞も受

賞しています。 

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター(Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の単

独主催でしたが、2006 年の第 12 回からは大阪大学

（阪大）(Cybermedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。予選に参加したチームの中から、富士川以東

50Hz 地域からは 10 チームが、60Hz 地域からはやは

り 10 チームが参加していました。東工大と阪大の二

つの会場で同時に開催した年は、wiki やポリコムな

どで相互に交流し、開会式･表彰式などもポリコムを

使って二元中継で行ってきました。このコンテスト

は 5 日間にも渡る長期戦で、実際にスーパーコンピ

ュータを高校生･高専生が使うことができるという、

世界的にも大変ユニークなものです。原則として毎

年交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007、2011 年は阪大 CMC の SX-8R が、2009 年は 

SX-9 が、2015 年、2017 年は SX-ACE が使われまし

た。2020 年の本選では SQUID が用いられる予定で

したが中止されました。その代わりに理化学研究所

のスーパーコンピュータ富嶽を使った臨時イベント

（富嶽チャレンジ）が開催されました。これを機に、

理研もスーパーコンピューティングコンテストに参

画することになり、2021 年、2022 年また 2023 年も

本選では理研のスーパーコンピュータ富嶽が用いら

れました。2024 年は阪大のスーパーコンピュータ

SQUID が初めて用いられました。前回同様、これま

での wiki、ポリコムに代わって discord、slack が相互

交流に使われ、開会式・表彰式、問題説明、チュー

トリアルなどでは zoom が用いられています。 

 

2. 予選 

  2024 年の予選課題は 6 月 5 日に下記（5.Web）の 

SuperCon web に公表されました。この予選課題を解

くプログラムを作成し、6 月 21 日正午までにプログ

ラムを含む必要書類を添付してメールで申し込んで

もらいました。予選問題は、スーパーコンピュータ

を使わなくても学校や家庭にある普通のパソコンで

も解けるような課題が出題されます。2024 年の予選

課題は、東工大の作成チームによる「格子状の街の

移動」というものでした。起伏の激しい碁盤目状の

町の中の 2 点間の最短時間移動経路探索を高速に行

うというものです。これを含め、過去の予選課題、

本選課題は SuperCon web に全て掲載されています。

また、参加者が 2 名以上集まらない人のために、希

望者には「認定証」も発行しています。予選課題を

正確に解くプログラムが書けたら、「SuperCon 1 級」

が認定されます。問題のレベルに応じて 2 級と 3 級

もあります。 
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3. 本選 

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。本選課題は

阪大の作成チームによる「森林火災の消火」という

問題でした。これはある森林火災の数理モデルを用

いて大規模な数値シミュレーションを行い、森林火

災による森林の延焼を最小限に食い止める消火活動

を立案するプログラムを作成するというものです。 

用いられた数理モデルは、感染症の伝搬のモデルと

して有名な SIR モデルに類似したもので SQUID の

ベクトルノードでの高速並列計算が生かせるように

設定したものです。実際の本選では、課題に取り組

む前に、阪大のスーパーコンピュータ SQUID、また

OpenMP/MPI を用いた並列プログラミング関するオ

リエンテーションと講義が行われ、 チームごとに本

選課題を解くためのプログラム設計に入りました。

そして、本選 2 日目から 4 日目の午前中まではチー

ムごとにプログラムを作成しました。大学生･大学院

生、スタッフがチューターとしてバグ取りなどを手

伝いましたが、課題そのものに関する助言はしませ

ん。最終日の成果発表会、表彰式の後にはオンライ

ン懇親会も行われました。本高校生･高専生の参加者

たちと、両大学の教員、学生チューターたちが、プ

ログラミングや大学について語らう大切な時間とな

っています。 

 

4. SuperCon 2025 の告知 

  2025 年は 8 月 18 日（月）から 22 日（金）までの

5 日間での開催を予定しています。今年度もオンラ

イン開催となります。新型コロナなどのパンデミッ

クは現時点で起こっておりませんが、オンライン開

催の方が全国の高校生にとって参加しやすいなどの

メリットが大きいことが昨年度までの実施経験から

わかり、オンライン開催とした次第です。予選課題

は 5 月 28 日に公表、課題提出〆切は 6 月 13 日正午

です。今回は、東京科学大のスパコン、TSUBAME を

使用する予定です。本年もチャレンジする高校生・

高専生、引率の先生方など参加者の皆さんに喜んで

いただけるよう様々な工夫を凝らそうと関係者一同

考えています。本稿が皆様のお目に触れるときには

既にスケジュールが進行しているかもしれませんが、

もしも可能ならば皆様もお知り合いの高校生に

SuperCon2025 というものがあり、大変に楽しい行事

であることを呼びかけてください。また、来年以降、

すなわち SuperCon2026 以降への参加、お申し込みを

ご検討頂ければ幸いです。 

 

5. Web 

コンテストページです。ぜひ一度御覧ください。 

 

SuperCon2024（第 30 回大会） 

https://www.supercon.cii.isct.ac.jp/attwiki/index.php?S

upercomputingContest2024 

 

SuperCon2025（第 31 回大会） 

https://www.supercon.cii.isct.ac.jp/ 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学 D3 センター教授  降籏 大介 

 

1. 概要 

大阪大学の大規模計算機システムの利用者講習会

について紹介しましょう。まず、D3 センターの教職

員をはじめとしてこの大規模計算機システムの運営、

開発、支援に関わっている人々は、ユーザにより有

効にシステムを活用していただくために何が出来る

か、と日々考えています。その一端が、マニュアル・

ドキュメント類を充実させること、ユーザからの質

問を受け付けて遺漏なく適切に返答する仕組み作り

と維持、そうして得られたユーザにとって有益な情

報を明文化するための web における FAQ の整備、

などの活動になります。 

そうした活動の中で重要なものの一つが、ここで

紹介する利用者への情報提供（web によるシステム

紹介や利用の手引等）と利用者向けの講習会です。

情報提供は web で行えば場所・時間の制約がなく、

ユーザの皆様が困ったときに即座に頼れる、非常に

有益な存在です。そして、利用者への講習会は、ユ

ーザへシステムや計算機の知識を伝える場だという

だけでなく、講習会の場での質疑などを通じてシス

テム運営等に関わっている人とユーザとが直接やり

とり出来る場でもあります。こうした場はお互いに

大変貴重な機会です。そのため、利用者講習会には

しばしば、講習会担当者だけでなく、大規模計算機

システムの運営・開発・管理・支援などを行ってい

る関係者が立ち会うことがあります。そのように力

の入った利用者講習会について、以下、本稿で皆様

にご説明を申し上げます。 

これら講習会の内容ですが、スーパーコンピュー

タの OS である Unix 環境や、プログラム投入のた

めのバッチシステム、一般の PC 等とは異なるスー

パーコンピュータの特殊なハードウェアについての

概要説明といった入門的内容からはじまります。さ

らに、スーパーコンピュータの面目躍如たる大規模

計算を行うユーザにとって重要な並列計算の基礎、

OpenMP、MPI などの並列計算通信プロトコルの概

要から GPU を使いこなすための OpenACC につい

てのプログラミング技法の詳細、 intel コンパイラに

関する詳しい解説、スーパーコンピュータ上のコン

テナ利用講習会といった、大型計算機にまつわる内

容の講習会もあります。そしてさらに発展的な講習

会として、阪大が誇るスーパーコンピュータ 

SQUID 特有のハードウェアであるベクトルプロセ

ッサ SX-Aurora TSUBASA を用いる高速化技法、昨

今のデータ志向型研究へ対応可能な大阪大学のスト

レージシステム ONION の利用の仕方、KKR グリー

ン関数法を用いた第一原理計算プログラム 

AkaiKKR、“非”熱加工を理解・解析するための電子

と光の相互作用をシミュレートする SALMON とい

った専門家用の特殊なソフトウェア等々、多岐にわ

たる内容のものがあります。 

これらの内容はユーザの要望に沿って運営関係者

が検討し、計画を作っています。詳しくは次ページ

に掲載しております表に掲載しておりますが、大規

模計算機の利用者だけではなく、学生、教員、研究

者を幅広く対象とし、年に 10 回~20 回程度開催し

ております（2024 年度は 15 回開催いたしました）。

これらについては、より詳細な情報を D3 センター

大規模計算機システムの web において掲載してお

りますので、ぜひご参照ください。 

 

2. 多忙な方も参加しやすく 

御存知の通り、近年は学部学生、大学院生、教員、

そして職員も大変に多忙ですので、講習会に参加し

たくともスケジュールが合わないということがあり

ます。こうした事情を考慮しまして、一部の講習会

はほぼ同じ内容の講習会を時期をずらして 5 月から

6 月後半に一回、9 月頭~12 月頃に一回と、年に二回

開催するように工夫しています。この時期について

は、「学期始まりや学期末の時期は外して欲しい」「あ
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まり遅い時期では、学生の研究開始に間に合わない」

などのユーザの声をうけ、なるべく多くのユーザが

参加できるようにと配慮して決定したものです。ま

た、以前は利用者講習会は現場での対面開催のみで

した。ですが、2019 年以降、その一部についてオン

ライン配信を開始し、ユーザがより参加しやすい形

へと移行しつつあります。実際、講師の方々の協力

もあり、2024 年もすべての利用者講習会を無事にオ

ンラインにて実施することができました。 

また、スーパーコンピュータの高度なプログラミ

ングについてや、AkaiKKR、SALMON などの研究者

用専門ソフトウェアについてなど、高度な内容の講

習会では講師を確保しにくいという問題があります。

これに対し、われわれは日本電気株式会社様、プロ

メテック･ソフトウェア株式会社様、エクセルソフト

株式会社様、高度情報科学技術研究機構様、株式会

社アカデメイア様、Q-LEAP 先端レーザーイノベー

ション拠点「光量子科学によるものづくり CPS 化拠

点」部門様、量子科学技術研究開発機構 関西光量子

科学研究所様などの皆様と協力して講師を確保する

ようにしており、これにより高度な内容の講習会の

開催を実現しています。こうした努力の甲斐あって

か、これまでに各講習会ともに一定数のユーザの参

加をいただいており、ユーザの皆様のお役に立てて

いるように自負しております。 

 

3. 初学者にも優しく 

対象がスーパーコンピュータということもあり、

未参加の方にとって講習会は敷居が高いと思うこと

もあるでしょう。しかし、先に述べたように初学者

向けの講習会もあります。2024 年の 15 回の講習会

のうち 1/4 ほどの開催は初学者が対象のものと言

ってよいでしょう。具体的には、OS である Unix の

簡単な操作方法の解説や、スーパーコンピュータの

ハードウェアの概要説明、細かい技法の説明の前に

必要となる並列計算の概念の説明、バッチシステム

の解説、そしてコンパイラの説明などからなります。

スーパーコンピュータを使うユーザというと、こう

した知識やプログラミング技法について通じたプロ

フェッショナルばかりと想像されるかもしれません

が、そうではないのです。どなたも最初は初心者で

すし、そもそもスーパーコンピュータの利用者は「計

算したいことについての専門家」であって、計算機

の専門家ではないのです。そして、細かい技術につ

いてのマニュアルは豊富に見つかっても、初心者が

把握しにくい基礎的な概念や手法についての良い資

料・ドキュメント類は探しにくいものです。われわ

れ D3 センターでは、こうした利用者講習会を通じ

てより広い分野・方面の初学者に困難を克服してシ

ステムを有意義に使ってもらうべく、常に初学者に

優しくありたいと考え、このような講習会構成にし

ています。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルとも言うべき高度な能力を持つユー

ザへの支援も怠っておりません。各種の専門的な内

容について、多くの講習会を計画し、そして実施し

ています。大阪大学の誇る大規模計算機である 

SQUID を利用しての講習会、近年の並列計算プロ

グラミングに必須である OpenMP や MPI につい

ての講習会、GPU プログラミングに必要な 

OpenACC の講習会や SQUID に搭載されているベ

クトルプロセッサ SX-Aurora TSUBASA の講習会、

CPU ノードにおける高速化技法の講習会、近代型

データストレージシステム ONION の講習会、そ

して、第一原理計算プログラム AkaiKKR や電子・

光の相互作用シミュレータ SALMON の講習会も

行っています。こうした高度な内容については座学

のみでは情報がうまく伝わらない側面があります

ので、一部の講習会では無料配布アカウントを用い

て大規模計算機システムそのものを実際に使って

行う実習形式をとっております。微細な部分に至る

具体的な体験を通じて現実的な議論を行うことが

出来る機会としてもユーザの皆様にご利用いただ

いております。 
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5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれ D3 センター

の web https://www.hpc.cmc.osaka-

u.ac.jp/lecture_event/lecture/にて常に公開しておりま

す。情報は随時更新しておりますので、ぜひ頻繁に

ご覧になり、ご興味のある講習会に積極的にご参加

ください。皆様のご参加を常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではありますが、

こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変化、

進歩していく必要があります。そして、それにはユ

ーザの方々からいただく意見がなにより重要です。

そのフィードバックの先により良い講習会の実現が

あるのです。ユーザの皆様におかれましては、遠慮

をせずに、いつでも構いませんので、講習会につい

ての要望をぜひD3センターまでお聞かせください。 
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2025 年度 大規模計算機システム利用講習会 
 

 講 習 会 名 開催日時 講  師 

1 
スパコンに通じる 

並列プログラミングの基礎 
6 月 3 日 

9 月開催予定 
D3 センター 

宮武 勇登 准教授 

2 初めてのスパコン 
6 月 6 日 

9 月開催予定 

D3 センター 
木戸 善之 招へい教員（招へい教授）、 

情報基盤課 技術職員 

3 OpenMP 入門 6 月 9 日 
D3 センター 
吉野 元 教授 

4 
並列プログラミング入門 

(OpenMP/MPI) 7 月 3 日 エクセルソフト株式会社 

5 スーパーコンピュータ  
バッチシステム入門 / 応用 7 月 18 日 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

6 SX-Aurora TSUBASA 
高速化技法の基礎 

7 月 23 日 日本電気株式会社 

7 ONION 活用講習会 7 月 25 日 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

8 コンテナ入門 7 月 29 日 日本電気株式会社 

9 汎用 CPU ノード高速化技法の基
礎（Intel コンパイラ） 

7 月 31 日 日本電気株式会社 

10 
GPU プログラミング入門 

（OpenACC） 調整中 日本電気株式会社 

11 GPU プログラミング実践 
（OpenACC） 調整中 日本電気株式会社 

※全てオンラインでの開催 
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2024 年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

  

◆受講者数（すべてオンラインで開催） 

講習会名 申込者数 受講者数 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/3) 28  22 

初めてのスパコン(6/6) 23  17 

OpenMP 入門(6/12) 17  13 

並列プログラミング入門(OpenMP/MPI)(6/17) 14  9 

スーパーコンピュータ バッチシステム入門 / 応用(6/18) 7 5 

SX-Aurora TSUBASA 高速化技法の基礎(6/24) 3 2 

ONION 活用講習会(6/26) 7 5 

GPU プログラミング入門（OpenACC）(6/27) 12  10 

コンテナ入門(6/28) 12  7 

GPU プログラミング実践（OpenACC）(7/4) 17  12 

汎用 CPU ノード 高速化技法の基礎（Intel コンパイラ）(7/9) 10  2 

初めてのスパコン(9/5) 25  17 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/25) 31  21 

合計 206 142 
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◆受講者の内訳 
 

 
 

 
 
 
 
◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 

 
 
  

0 5 10 15 20 25

メーリングリスト

CMCホームページ

教員から

学内掲示板(KOAN)

知人から

学内掲示板(ICHO)

その他

技術職員 
6％ 
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◆開催日は適当でしたか。 

 
 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 6 / 3 )

初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 6 )

O P E N M P 入 門 ( 6 / 1 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P / M P I ) ( 6 / 1 7 )

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 用 …

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 4 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 2 6 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )
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不適当
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 6 / 3 )

初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 6 )

O P E N M P 入 門 ( 6 / 1 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P / M P I ) ( 6 / 1 7 )

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 用 …

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 4 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 2 6 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ちょうど良い

長い

短い
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◆今回の講習会の音声はいいかがでしたか。 

 
 
 
◆講習会の内容はどうでしたか。 

 

18
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7
12

4
3

2
5
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1

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎 ( 5 / 3 1 )
初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P 入 門 ( 6 / 8 )
バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 ・ 応用 ( 6 / 1 4 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 1 6 )
汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P ・ M P I )  ( 6 / 2 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ） ( 6 / 2 7 )

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 1 )
ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎 ( 9 / 4 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 1 9 )
O N I O N - O B J E C T 入 門 ( 9 / 2 0 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 9 / 2 2 )
並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P ・ M P I )  ( 9 / 2 5 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 9 / 2 7 )
バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 ・ 応用 ( 9 / 2 9 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ） ( 1 0 / 3 )
G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ） ( 1 0 / 1 3 )

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

聞き取りやすかった

聞き取りづらかった
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 6 / 3 )

初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 6 )

O P E N M P 入 門 ( 6 / 1 2 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P / M P I ) ( 6 / 1 7 )

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 用 …

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 4 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 2 6 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

聞き取りやすかった

聞き取りづらかった
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◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 
 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 6 / 3 )
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O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 2 6 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

非常に多い
やや多い
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G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )
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◆満足度は？ 

 
 

 
 

◆講習会の資料はどうでしたか。 
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 
 
 
 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 
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ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 …

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 6 / 2 4 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 6 / 2 6 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 6 / 2 7 )

コ ン テ ナ 入 門 ( 6 / 2 8 )

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 4 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン…

初 め て の ス パ コ ン ( 9 / 5 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 9 / 2 5 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ある

ない
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◆「ある」と回答された方の利用方法 

 
 

 
 
◆Ｄ３センターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 

 
 

24 2

プログラムの実行 アプリケーション利用

利用中
38%

利用したい
17%

検討中
31%

利用し
ない
14%
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2025 年度「HPCI 利用」の活動状況 
 

HPCI (High Performance Computing Infrastructure) システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがち

な全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の HPC リソースを効率よく

利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、2012 年 10 月より運用開始しました。

北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京科学大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の

各情報基盤センター、及び理化学研究所、海洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、計算

機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科

学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 
 
本センターの計算機資源を利用する 2025 年度 HPCI 採択課題一覧  

利用枠 研究課題名 

一般課題 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

一般課題 柔軟構造大気突入機の流体構造連成解析と動的モード分解 

一般課題 有効電荷を加味した機械学習力場によるイオン液体・濃厚電解液系シミュレーション 

一般課題 量子ユニタリ回路ダイナミクスで実現する新奇非平衡量子状態 

一般課題 超高速・大規模 QM/MM 分子動力学計算に基づく酵素反応機構の解明 

一般課題 カーボンニュートラルに向けたガスタービン燃焼器の乱流 LES 実証解析 

一般課題 無衝突降着円盤中の磁化プラズマ乱流による粒子加速 

一般課題 宇宙論的流体シミュレーションデータベースの構築と観測的宇宙論 

一般課題 テンソルネットワーク法を用いた素粒子物理学の研究 

一般課題 潤滑油中の添加剤および増稠剤の自己組織化シミュレーション 

一般課題 気象の実際的問題への適用に向けた超水滴法の性能検証と改良 

一般課題 不均一な構造を有するナノ物質や固液界面の光や電圧に対する応答機構 

一般課題 フラグメント分子軌道法による構造生物学と量子化学の連携基盤の構築 

一般課題 
カーボンニュートラル実現に向けたデータ駆動に基づく革新的ポリマーナノコン ポジット

絶縁材料の創成技術 

一般課題 自由エネルギー摂動法パイプラインの高度化 

一般課題 スケールド・シュレーディンガー方程式の厳密解法による超精密量子化学計算 

一般課題 第一原理計算を用いた非調和フォノン特性データベースの構築 

若手課題 Non-dilute simulation of finite-size Kolmogorov-scale particles 
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若手課題 テンソル繰り込み群に基づく新しい相転移解析手法の開発と応用 

若手課題 非平衡グリーン関数法を用いた核分裂の微視的機構の解明 

若手課題 
Direct numerical simulation on high Weber number bubbles: analysis of boundary layer development 

impact on bubbles 

若手課題 水溶性高分子及び小分子の各種環境における集合様態と挙動に関する分子論的研究 ( 1 ) 

産業課題 
深層学習を活用した高解像度空間的遺伝子発現データの大規模並列解析による動脈硬化メ

カニズムの解明 

産業課題 次世代パワーデバイス用 SiC Remote Epitaxial 膜の Peel メカニズム解明 
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2025 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 
 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京科学大学、名

古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8 つの共同利用

の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネットワーク型」共同

利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、平成 22 年 4 月より本格的に活動を開始しました。 
本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークなどの情報基

盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、学術情報、センサーネットワー

クからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、これまでに解

決や解明が極めて困難とされてきた、いわゆるグランドチャレンジ的な問題について、学際的な共同利用・

共同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあ

ります。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これらの研究

者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 
2025 年度の課題募集には合計 74 課題が採択されました。このうち以下の 16 課題が本センターの計算機資

源を利用することになっています。 

課題代表者 研究課題名 
中澤 嵩 様 
（金沢大学） 

Logarithm Conformation Representation による新規圧縮性流体ソル
バーの開発 

村上 匡且 様 
（大阪大学 レーザー科学研究所） 

マイクロノズル加速による GeV プロトン生成の３次元シミュ
レーション 

松崎 義孝 様 
（海上・港湾・航空技術研究所） 

標準的な水環境評価に向けた流動生態系シミュレーションシス
テム EcoPARI のプラットフォーム構築 

山口 雅也 様 
（医薬基盤・健康・栄養研究所ヘルス・

メディカル微生物研究センター） 

大規模比較ゲノム解析による病原細菌の進化と病態発症機構の
解明 

森田 直樹 様 
（筑波大学） 

グラフ構造で一般化された動的負荷分散フレームワークに基づ
くマルチスケールシミュレータの開発 

深谷 猛 様 
（北海道大学） 

QR 分解に関する高性能計算技術の研究 

萩田 克美 様 
（防衛大学校） 

超大規模高分子系 MD データの位相幾何解析の並列高速化基盤
検討 

Takeshi Nanri 様 
（Kyushu University） 

Study on the real effect of non-blocking collective communications 

佐藤 正寛 様 
（東京大学） 

環境循環型社会の実現に向けたポリマーインフォマティクスの
データ基盤構築 

西澤 淳 様 
（岐阜聖徳学園大学） 

数値シミュレーションで読み解く最深宇宙の構造形成 

滝沢 寛之 様 
（東北大学） 

複数拠点の連携による緊急ジョブ実行基盤の構築と評価 

村田 忠彦 様 
（大阪大学 D3 センター） 

合成人口プロジェクト：エージェントへの生活行動時間割当て 

森川 良忠 様 
（大阪大学 大学院工学研究科） 

機械学習駆動のマルチスケールシミュレーションによるグリー
ン触媒設計 
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安田 修悟 様 
（兵庫県立大学） 

AI leveraged multiscale scheme for kinetic equations 

緒方 奨 様 
（大阪大学 大学院工学研究科） 

CO2 と水の注入による地下岩体フラクチャリングプロセスを予
測する大規模数値シミュレーションと CO2 活用型地熱発電への

展開 

高棹 真介 様 
（大阪大学 大学院理学研究科） 

現実的な原始惑星系円盤のガス散逸シナリオ構築に向けた多角
的アプローチ 
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2024 年度 大規模計算機システム公募型利用制度 
（追加募集）の活動状況 

 
大阪大学Ｄ３センターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・高度化支援の観点から、

本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）や革新的

ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれ

る萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機システムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課

題を公募しています。2024 年度は通常の募集に加えて追加募集を行い、以下の 12 課題を採択しました。 
 
 

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

顧 彦珺 様 
（大阪大学 産業科学研究所) 

レーザープラズマ駆動電子加速における放射減衰効果 

高木 悠司 様 
（大阪大学 理学研究科） 

運動論的レーザープラズマ相互作用で発生する非熱的高速電子特

性の解析 

芳賀 智宏 様 
（大阪大学 工学研究科） 

自然の多面的価値の理解に向けたランドスケープの埋め込み表現

の開発 

 
 
大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 
畑 昌育 様 

（量子科学技術研究開発機構  
関西光量子科学研究所） 

超高強度レーザーイオン加速におけるイオン化の物理とその制御 

中澤 嵩 様 

（金沢大学） 

Logarithm conformation representation による圧縮性流体方程式の

導出と数値計算 

岩下 航 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 

溝付き粘弾性体の滑り摩擦の連続体解析 

杉村 奈都子 様 

（鹿児島工業高等専門学校） 

機械摩擦の摩耗焼付き機構解明に資するマルチスケールモデルの

開発 

 
 
人工知能研究支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

浜口 智志 様 
（大阪大学 工学研究科） 

反応性プラズマと物質の相互作用を解析するための機械学習原子

間力場の構築 
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世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 
Bahrul Jalaali 様 

（Department of Mechanical Engineering, 
Graduate School of Engineering, Osaka 

University） 
Data-driven subgrid-scale model for large-eddy simulation 

山口 栄治 様 
（琉球大学 大学院理工学研究科） 

固体群と流体の三次元連成数値シミュレーションを用いた混合粒

径土砂流の力学機構の解明 

YIJIA WU 様 
（School of Engineering, The University of 

Tokyo） 

Investigating dynamically super-disordered Graphite Intercalation 
systems for Metaphonics modeling through advanced Material 

Informatics and molecular dynamics simulations 

Minh Nhat Ly 様 
（Department of Physics, Graduate School 

of Science, Osaka University） 

Particle acceleration in collisionless shocks with pre-existing 

turbulences by particle-in-cell 

simulations 
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2025 年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 
 

2025 年度も引き続き研究課題の公募を行い、以下の 27 課題を採択しました。 
 

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

桑原 卓哉 様 
（大阪公立大学 大学院工学研究科） 

深層学習と分子シミュレーションを用いた超潤滑界面の形成メカ

ニズムの解明 

鵜沢 浩太朗 様 
（日本原子力研究開発機構） 

非平衡グリーン関数を用いた核分裂反応の微視的記述 

Pierre Vinchon 様 
（Graduate School of Engineering, The 

University of Osaka） 

Contribution of subthreshold energy ions’ neutralization on defect 
formation in monolayer graphene 

原 惇也 様 
（大阪大学 大学院工学研究科附属 

フューチャーイノベーションセンター） 

6G を見据えた大規模多層センサネットワークにおける多モーダル

時空間データの解析 

 
 

大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

栗本 育三郎 様 
（木更津工業高等専門学校） 

サイバーフィジカル植物工場システムの開発 

寺島 洋史 様 
（北海道大学 大学院工学研究院） 

詳細反応機構を適用した高圧メタン酸素ロケットエンジン燃焼振

動シミュレーション：燃焼振動発生機構の解明と噴射条件の特定 

村上 匡且 様 
（大阪大学 レーザー科学研究所） 

マイクロノズル加速による超高エネルギープロトン生成の３次元

シミュレーション 

佐野 孝好 様 
（大阪大学 レーザー科学研究所） 

無衝突衝撃波-無衝突衝撃波の衝突現象における運動論的粒子加速

機構の解明 

杉本 馨 様 
（京都大学 基礎物理学研究所） 

連星中性子星合体における磁場エネルギー散逸過程の解明を目指

したプラズマ粒子シミュレーション 

大西 正人 様 
（統計数理研究所） 

第一原理計算を用いた非調和フォノン特性データベースの構築 

高木 悠司 様 
（大阪大学 大学院理学研究科） 

運動論的レーザープラズマ相互作用による非熱的高速電子発生 

 
 
人工知能研究支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

長沼 大樹 様 
（モントリオール大学・Mila – Quebec 

Artificial Intelligence Institute） 

汎化指標の網羅的評価の再考: 現代ニューラルネットワークの課

題への適応 

浜口 智志 様 
（大阪大学 大学院工学研究科） 

機械学習力場 MD による原子層プロセス表面反応解析 
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新里 秀平 様 
（大阪大学 大学院基礎工学研究科） 

ニューラルネットワーク原子間相互作用を用いた高精度・大規模

分子動力学計算に基づく水素環境下での欠陥動力学の解析と理論

構築 

Harry Handoko Halim 様 
（Graduate School of Engineering, The 

University of Osaka） 

Integrating Multi-scale Simulations and Inverse Design for Heterogenous 
Catalysis Materials at Operating Condition by Machine Learning 

Interatomic Potentials 

水上 渉 様 
（大阪大学 量子情報・量子生命研究セ

ンター） 

有機・無機化合物を包括する化学のための基盤モデルの構築とそ

の民主化 

 

 

世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

横山 尋斗 様 
（東京大学 大学院工学系研究科） 

金属/絶縁ポリマー界面の接合状態が電荷注入障壁に及ぼす影響の

定量的解析 

水谷 耕介 様 
（大阪大学 大学院理学研究科） 

3 次元輻射磁気流体計算を用いた連星系における共通外層期の軌

道進化の調査 

栗原 諒 様 
（大阪大学 大学院基礎工学研究科） 

第一原理分子動力学計算を用いた CO2 電解還元における電極/電解

質界面の反応メカニズム解析 

山中 敬太 様 
（大阪大学 大学院工学研究科） 

配向ナノワイヤアレイと高強度レーザーの相互作用による高輝度

ガンマ線生成 

西岡 蒼矢 様 
（大阪大学 大学院理学研究科） 

格子 QCD の数値計算によるハドロン内部のダイクォークの探索 

Rizka Nur Fadilla 様 
（Graduate School of Engineering, The 

University of Osaka） 

Deep Neural Network Potential for Unveiling Drug Release Mechanism 
of pH-sensitive Antibody-drug Conjugates Linkers in Acidic Solutions 

Shufang Huang 様 
（大阪大学 大学院基礎工学研究科） 

凝集誘起発光を示す Pt（II）錯体の固体状態における光励起状態

の理論的および実験的研究 

Dinh Ngoc Dung 様 
（Graduate School of Engineering, The 

University of Osaka） 

Theoretical elucidation and design of local atomic structures and their 
colossal permittivity properties of doped TiO2 

Meliton R. Chiong III 様 
（Graduate School of Engineering, The 

University of Osaka） 

Exploring the structure and reactivity of Al13 clusters deposited on 
organic substrates by highly parallelized quantum Monte Carlo simulation 

小峠 陸登 様 
（大阪大学 大学院情報科学研究科） 

グラフ構造を活用した解釈可能な脳波基盤モデルの開発 

Kelvin Lee Kai Wen 様 
（Research Center for Nuclear Physics, The 

University of Osaka） 

Diquark mass and Quark-diquark potential from lattice QCD with a static 
quark 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 
当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同じ内容を以下の Web ページでも閲覧いただけます。 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 
 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請頂いており

ます。 
 
利用者管理システム（要認証） 
https://manage.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用（学術利用）資源追加申請 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEB システムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 

Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量を追加し

ない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場合や、間に合わな

い場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデータを削除することはありま

せん。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scp コマンドを使用することで可能です。 
例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234 のホームデ

ィレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 
 

scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
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Q．一度に大量のジョブを投入し、ジョブごとに入力ファイル/実行ファイルを変更したい 

A．ファイル名に連続した数値が含まれている場合、パラメトリックジョブという投入方法で、一度に大量

のジョブを投入できます。 
パラメトリックジョブでは、ジョブスクリプト内の"$PBS_SUBREQNO"環境変数に、-t で指定した数値

(下記の例では 1 から 5 までの数値)が格納されます。qsub すると同時に 5 本のジョブが投入され、a.out
に対してそれぞれ異なる入力ファイル（下記の例では input1 から input5）が設定されます。 
 
ジョブスクリプト例(jobscript.sh) 

 
#PBS -q SQUID 
#PBS -l elapstim_req=0:30:00,cpunum_job=24 
cd $PBS_O_WORKDIR 
./a.out input$PBS_SUBREQNO 

 
投入方法 
 

qsub -t 1-5 jobscript.sh 
 
 

qstat の表示例:パラメトリックジョブの場合、1 回の qsub につき 1 件分の表示となります 
 

RequestID     ReqName  UserName  Queue  Pri  STT  S  Memory  CPU  Elapse R H M Jobs 
------------  -------  --------  -----  ---  ---  -  ------  ---  ------ - - - ---- 
123456[].sqd  nqs    username  OC1C   0    QUE  -  -       -    -      Y Y Y 1 

  
sstat の表示例:-t で指定した数値分だけ表示されます 
 

RequestID       ReqName  UserName  Queue    Pri              STT PlannedStartTime 
--------------- -------- -------- -------- ----------------- --- ------------------- 
123456[1].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[2].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[3].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[4].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[5].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE – 
 
 

Q．機種変更/紛失/何らかの問題で SQUID の 2 段階認証ができなくなった 

Ａ．2 段階認証のリセットには管理者の操作が必要となりますので、お問い合わせフォームからお知らせく

ださい。その際、氏名、利用者番号、メールアドレスは登録時のものを記入してください。2 段階認証の

リセット時にパスワードもあわせて初期化いたしますので、予めご了承ください。 
 

お問い合わせフォーム 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/support/contact/auto_form/ 
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